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学校紹介
• 平成１９年、北海道初の中等教育学校として開校

• 開校の精神「明日（あす）を創る」

• 教育目標「高い知性」「豊かな人間性」「健康な心身」「郷土愛と国際性」

• 全校生徒 ４５６名（前期課程生２３２名、後期課程生２２４名）

• 教職員 ５０名（教諭３５名、内数学科７名）

• 平成２６～３０年度、文部科学省「ＳＧＨ（スーパーグローバルハイスクール）」
指定校

• 令和元年度～ 文部科学省「地域との協働による高等学校教育改革推進事
業（グローカル型）」指定校
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研究主題と設定の理由

数学的活動を充実させ

思考力，判断力，表現力等
を育成する指導の実践研究
～主体的・対話的で深い学びの実
現を図る指導の工夫改善～
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本校が目指す１３の資質・能力
高い知性

探究心 情報活用力 調整力
関心・意欲 問題発見

力
情報収集力 論理的思考

力
共感的態度 意見交換・

調整力

Ａ Ｂ Ｃ Ｄ Ｅ Ｆ

課題に関心を
もち、問題発
見・解決へ向
けて意欲的に
取り組むこと
ができる。

生じている問
題や今後生じ
うる問題につ
いて理解し、
解決方法を提
案することが
できる。

多様な視点か
ら必要な情報
を収集し、整
理・分析して、
意見に結びつ
けることがで
きる。

事象や関係を
把握し、多様
な情報を整
理・分析し、
論理的に思考
することがで
きる。

相手の感情、
思考、行動を
理解し、共感
を示すことが
できる。

他者の主張を
理解し、自分
の主張と調整
し、互いに納
得できる結論
を得ることが
できる。

豊かな人間性 健康な心身 郷土愛と国際性

自律心 寛容さ 感受性 生命尊重の
心

強くしなや
かな心身

日本人とし
ての誇り

多様性の
尊重

Ｇ Ｈ Ｉ Ｊ Ｋ Ｌ Ｍ

強い意志をも
ち、周囲に流
されることな
く、困難に立
ち向かうこと
ができる。

異なる価値観
や多様な特質
を理解し、尊
重しながら、
互いを高め合
うことができ
る。

有形無形の美
や自然に対し、
その価値を素
直に受け止め
ることができ
る。

命の尊さと健
康の大切さを
理解し、何よ
り自他の生命
を尊重するこ
とができる。

困難に負けな
い強い心と体
をもち、あら
ゆる課題に対
して柔軟な対
応ができる。

郷土に対する
深い理解と愛
着をもち、日
本のよさを伝
えることがで
きる。

世界の多様
性を理解し、
多面的・多
角的な視野
から他者と
接すること
ができる。 ４



本校数学科で期待する主体的・対話的で
深い学びをしている生徒の姿

【主体的に学ぶ生徒の姿】
・学ぶことに興味や関心を持ち、見通しを持って粘り強く学習する姿 [Ａ]
・自らの学習をまとめ振り返り、次の学習につなげる姿 [Ａ]

【対話的に学ぶ生徒の姿】
・仲間や教員と、意見交換したり、議論したりすることで新たな考えに気づいた
り、自らの考えをより妥当なものとしたりする姿 [Ｅ,Ｆ]

・インターネットや本等を活用し、先哲の考え方を手掛かりに考えること等を通
し、自らの考えを広げ深めている姿 [Ｃ]

【深い学びを実現する生徒の姿】
・習得した知識や技能から、課題の解決に必要なものを選択し、知識や技能を
関連付けてより深く理解している姿 [Ｃ,Ｄ]

・課題の解決を行う探究の過程で、論理的に考えたり、新たな問いを見出した
りする姿 [Ｂ,Ｄ]
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今年度の研究内容

（１）単元シラバスの改善

（２）主体的・対話的で深い学び

の実現を目指した授業実践

（３）評価問題の工夫改善

６



（１）単元シラバスの改善

何ができるように
なればよいかを
明確にする

課題解決的な授
業を位置づける

７



（２）主体的・対話的で深い学びの実現を目指
した授業実践

８

課題の提示

発問の工夫

ＩＣＴの活用

学習形態の工夫



身に付けさせたい
資質・能力を明確

にする

９

（２）主体的・対話的で深い学びの実現を目指
した授業実践

各科目・各単元ごとに
研究授業



「授業チェックリスト」で
授業参観

１０

（２）主体的・対話的で深い学びの実現を目指
した授業実践



１１

「b=2, c=1+ 3,A=30°のとき，a,B,Cを求
めよ。」

数学Ⅰ 図形と計量

→ Ｂを正弦定理で求めるか？余弦定理
で求めるか？

（２）主体的・対話的で深い学びの実現を目指
した授業実践



１２

「砂糖と卵の在庫量の範囲で、最大の利
益を得るためには、Ａ，Ｂをいくつずつつく
ればよいか。」

数学Ⅱ 図形と方程式

→ 数学的な考え方が、実際の社会で使
われている！

（２）主体的・対話的で深い学びの実現を目指
した授業実践



１３

「Ｂ島に生えている木の高さを求めよ。」

数学Ⅰ 図形と計量

→ 必要な辺や角がわかるか？計算で求
められるか？

（２）主体的・対話的で深い学びの実現を目指
した授業実践



１４

「『外心・重心・垂心』の関係を知ろう」

数学Ｂ ベクトル

→ オイラー線の証明。難問に挑戦！

（２）主体的・対話的で深い学びの実現を目指
した授業実践



１５

数学Ⅱ 三角関数

自分で問題と解
答を作成しよう

問題を交換
して解こう

「sin θ = 3のとき, cos θ, tan θの値を求めよ。」

→－１≦sin θ≦1に気付かず。

（２）主体的・対話的で深い学びの実現を目指
した授業実践

「sin θ =
4

9
, cos θ =

7

9
のとき tan θ +

1

tan θ
の値を求めよ。」

→ sin2 θ＋ cos2 θ＝１ではないことに気付かず。

採点し
よう



１６

数学Ⅱ 三角関数

「 sin θ＋ cos θ＝
3

2
のとき、sin θ cos θの値

を求めよ。」 この問題を次のように解いた。
正しいか？（以下略）

→ ー 2 ≦ 2 sin（θ＋
π

4
） ≦ 2 であり

sin θ＋ cos θ＝
3

2
になることはあり得ない、

ということに気付いた生徒は、１名のみ。

（２）主体的・対話的で深い学びの実現を目指
した授業実践



１７

数学Ⅱ 図形と方程式

＜宿題＞ テストで間違えた問題に
ついて、つまずいた理由を、具体的
に記述しなさい。

「2点A(3,0),B(1,0)からの距離の比
が1:3である点Ｐの軌跡を求めよ。」

（２）主体的・対話的で深い学びの実現を目指
した授業実践



１８

数学Ⅱ 図形と方程式

「2点A(3,0),B(1,0)からの距離の比
が1:3である点Ｐの軌跡を求めよ。」
・逆についての表記がない。

・平方完成で
49

4
ー10=

39

4
としていた。

・軌跡が直線になると思っていた。
・３ＡＰ＝ＢＰから９ＡＰ2 = ＢＰ2にするのを忘れていた。
・ＰＢ2 = ９ＡＰ2への代入のときに計算を間違えた。
・軌跡なのに方程式のまま答えた。
・ＡＰ：ＢＰ＝１：３を３：１にしていた。

（２）主体的・対話的で深い学びの実現を目指
した授業実践



（３）評価問題の工夫改善

生徒自身が、ルーブリック
で「何ができるようになれ

ばよいか」を確認
→授業後の自己評価

１９

ルーブリック



（３）評価問題の工夫改善

２０



その他の取組

２１

〇オープンスクールでのアシスタント
ティーチャーの取組（４回生）

〇ボッセル高校との数学交流

〇全国学力・学習状況調査（３回生）
結果の分析



成果と課題
授業アンケート（全教科版）の活用

事前指導（よりよい授業を一緒につくりあげたい）

質問（４択と自由記述）

結果（全教科一覧と自由記述を全教員に配付）

個人分析（分析結果を、教科長に提出）

科会分析（今後の指導について検討）

事後指導（自由記述についての回答等）

２２



成果と課題
授業アンケート（数学科版）

２３

視点 質問

主
体
的

数学を学ぶことに興味・関心がある。
粘り強く問題に取組む。

学習したことを振り返り、次の学習について考える

対
話
的

仲間や教員と、意見交換したり、議論したりして、新たな考えに気付いたり、
自分の考えを修正する

インターネットや本を活用し調べることで、考えるきっかけにしたり、自分の
考えを広げたりする。

深
い
学
び

初めて見る問題でも、これまで学んだことを活用し、試行錯誤しながら考え
ている

記述が必要な場面で、根拠を示して論理的に回答している。

解決できた問題でも、条件を変えたり、他の方法がないか考えたりしている。

評
価

ルーブリックを活用し、適切に自己評価できている。

ルーブリックを活用し、より良い評価にする（評価Ｂを評価Ａにするなど）た
めにやるべきことを理解できている



定点比較

２４



定点比較

２５

〇成果 ●課題

主
体
的

〇全質問で、肯定的回答の割合が増加。
〇「学習したことを振り返り、次の学習について考
える」の質問は肯定的回答が２０ポイント増加。

対
話
的

〇「仲間や教員と、意見交換したり、議論したりし
て、新たな考えに気付いたり、自分の考えを修正
する。」の質問で肯定的回答が１５ポイント増加。

深
い
学
び

●「記述が必要な場面で、根拠を示して論理的に
回答している。」「解決できた問題でも、条件を変
えたり、他の方法がないか考えたりしている。」の
質問で肯定的回答が５０％を下回る。



経年比較

２６



〇成果 ●課題

主
体
的

〇「粘り強く問題に取り組む。」の質問で肯定的回答が６
ポイント増加。
〇「学習したことを振り返り、次の学習について考える」の
質問で肯定的回答が７ポイント増加。
●「数学を学ぶことに興味・関心がある。」の質問で、肯定
的回答が６ポイント減少。

対
話
的

〇「インターネットや本を活用し調べることで、考えるきっ
かけにしたり、自分の考えを広げたりする。」の質問で肯
定的回答が８ポイント増加。

深
い
学
び

〇「解決できた問題でも、条件を変えたり、他の方法がな
いか考えたりしている。」の質問で、肯定的回答が１３ポイ
ント増加。
●全質問で肯定的評価の割合が５０％を下回る。

経年比較

２７



本指定校事業を受けたことによる本校の変容
～日々の授業実践からの成果～

２８

どのような授業を展開すべきか、教科としての方向
性が定まっていなかった。

「主体的に学ぶ生徒の姿」「対話的に学ぶ生徒の
姿」「深い学びを実現する生徒の姿」を具体的に示
すことで、目指す生徒の姿を明確にして授業改善を
推進することができた。

(1)数学的活動を充実させることにより、生徒
の主体的な活動を促すことができる。



２９

生徒が主体的に学ぶ工夫を取り入れた課題解決
的な学習は、教員によって実践のばらつきがあった。
また、授業実施後の検証もされていなかった。

単元シラバスを作成し、課題解決的な学習を各単元
に位置付けることで、全ての教員が、各単元での課
題解決的な授業を実践することができた。また、実
践を振り返り、研究協議を実施することで、授業改
善の充実につなげることができた。

(1)数学的活動を充実させることにより、生徒
の主体的な活動を促すことができる。



３０

小学生を対象にしたオープンスクールにおける数
学の授業は、教員のみで実施していた。

研究指定を機に、本校生徒がアシスタントティー
チャーとして小学生に数学を教える取組を実践した。
生徒が教える立場になることで、授業で学んだりつ
まずいたりする点を真剣に考える機会となり、参加
した生徒の学びを深めさせることができた。

(1)数学的活動を充実させることにより、生徒
の主体的な活動を促すことができる。



３１

授業の始めに、本時の目標を生徒に明確に提示せ
ずに進める授業が多かった。

単元シラバスを作成し、「何ができるようになればよ
いか」を明確にするとともに、授業の始めに本時の
目標を提示し、生徒と共有するなど、教科全体で授
業改善を図ることができた。

(2)学習過程を充実させることにより、生徒の思
考力、判断力、表現力等を高めることができる。



３２

ＩＣＴ環境が十分に整っておらず、デジタル教科書等
を用いた授業を展開できなかった。

インタラクティブボードを３台設置するとともに、使用
しやすいように整備し、デジタル教科書等を、授業
で頻繁に活用することにより、生徒の理解を深める
ことができるようになった。

(2)学習過程を充実させることにより、生徒の思
考力、判断力、表現力等を高めることができる。



３３

デジタル教科書等を用いた授業実践の交流がな
かった。

デジタル教科書に加え、グラフや図形のフリーソフト
等を用いた授業実践についての交流が頻繁に行わ
れるようになり、ＩＣＴ機器の効果的な使用方法につ
いて研究を進めることができた。

(2)学習過程を充実させることにより、生徒の思
考力、判断力、表現力等を高めることができる。



３４

生徒全員が机と椅子を黒板に向ける、いわゆる「ス
クール形式」で説明する授業が多かった。

授業形態や授業内容を工夫するようになった。
（例１）個人で考えよう。その後３～４人のグループで話し合おう。
（例２）なぜこうなるのか、どこが間違えているのか、隣の人に、説明しよう。
（例３）取り組んだ問題の配点を10点として、自分が採点者なら隣の人に何点を
あげるか。採点し、その理由を説明しよう。
（例４）それぞれが取り組んだ内容を用いて、全体像を考えよう。

(2)学習過程を充実させることにより、生徒の思
考力、判断力、表現力等を高めることができる。



３５

考査やテストにおいて、間違えた問題の解き直しを
させていた。

解き直すだけでなく、なぜ間違えたのか考えさせ、
記述させることにより、生徒自身がつまずきを明ら
かにするとともに、理由を表現する力の育成を図る
ことができた。

(2)学習過程を充実させることにより、生徒の思
考力、判断力、表現力等を高めることができる。



３６

平成26年度からの５年間のSGH（スーパーグローバ

ルハイスクール）の取組でルーブリックを使用して
いたが、数学科では効果的な活用ができていな
かった。

各単元における課題解決的な学習を実施する際に、
ルーブリックを活用することにより、生徒が、見通し
をもって、より主体的に学べるようになった。

(3)評価方法を工夫することにより、生徒の
変容を把握することができる。



３７

定期考査では、問題集の数値を変えたような、数学
的な技能を評価する問題を出題することが多かっ
た。

知識や技能だけでなく、思考力を問う問題を作成し、
解き方を覚えるだけでは解けない問題、正確に理解
することが求められる問題などを出題するように
なった。このことにより、生徒のつまずきを明らかに
することができた。

(3)評価方法を工夫することにより、生徒の
変容を把握することができる。



(4)他校の実践等を踏まえることにより、研
究を深化させることができる。

３８

教員が研究会等へ参加した後に、学んできた内容
を交流することが少なかった。

研究指定を受けたことにより、視察研修の機会が増
えるとともに、作成した報告書をもとに、他校等の実
践を教科内で交流する機会が増えた。



(5)研究成果を検証することにより、生徒の
実現状況を把握することができる。

３９

６つの年次（学年）を幅広く指導するため、各教員
の授業実践を交流する機会が少なかった。

数学科の教員全員で指定事業に取り組むことで、
計画的に数学科部会などで授業実践を交流する機
会が増え、教材や指導方法についての研究を深め
ることができた。



４０

これまでも全員が研究授業を行い、他教科の教員
も参観していたが、研究授業の機会は１年に１回で
あった。

各単元に１回の研究授業を計画的に実施することで、研究
授業の機会が増えるとともに、指導方法や授業の在り方など
に関する意見の交換が活発になり、他教科の教員からも多く
の意見をもらうことができ、様々な視点をもち、授業改善を進
めることができた。

(5)研究成果を検証することにより、生徒の
実現状況を把握することができる。



４１

教育活動全体で、生徒がお互いを認め合うことによ
り、安心してコミュニケーションがとれる人間関係づ
くり、雰囲気づくりに取り組んでいた。

授業において、グループ活動などの授業形態を多く取り入れたことにより、
生徒同士で活発に意見を交わす機会が多くなったことから、日常の学校
生活でも相手のことを考えながら自分の考えを主張したり、他者と協働し
て取り組んだりする生徒の姿が多く見られるようになった。生徒指導と学
習指導は一体であることを再認識するとともに、生徒に、６年間の学校生
活で温かい雰囲気を醸成していくことが大切であると気付かせることがで
きた。

(5)研究成果を検証することにより、生徒の
実現状況を把握することができる。



今後の課題

４２

●「地域との協働による高等学校教育改革
推進事業（グローカル型）」の探究活動で、
根拠となるデータを示すなど、数学の学習
を活用させること。

●ＩＣＴを活用した授業で、生徒自身が「気付
く」「発見する」授業を展開すること。

●評価問題について研究の継続。

●深い学びの実現。




